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～ ごあいさつ ～

INDEX

　「住まいづくり」は，私たちにとって人生で最もわくわくすることの一つはではないでしょうか。家族みんなが集ま

る明るい居間や庭，子育てを終え夫婦で開放的に暖かく過ごせる間取り，自身の趣味に気兼ねなく打ち込める

空間…。人生100年時代ともいわれ，今後のライフステージやライフスタイルが見直される中で，これからも様々な

住まいへの想いやこだわりが生み出されていくことでしょう。

　ひろしま住まいづくりコンクールは，広島県内の優れた住まいづくりを表彰し，住まいづくりの見本・参考事例と

して広く紹介することにより，本県の住環境のさらなる向上と住宅産業の活性化に寄与することを目的としてい

ます。

　８回目を迎えた今年度のコンクールには，42作品（リフォーム部門19作品，新築部門20作品，空き家再生部門

３作品）の応募をいただき，審査委員会による厳正な審査の結果，広島県知事賞をはじめとする15点の受賞作

品を選定いたしました。

　本コンクールでは，「住まいづくり」の過程において，建築主などの住み手と，設計者や施工者などの創り手の

間で交わされた想いや，その想いに応えるための創意工夫に注目したいと考えています。

　そのため，書類選考だけでなく現地審査を実施することにより，住み手と創り手が住まいづくりに込めた想い

や実現した暮らしの豊かさについて直接お話を伺い，さらに実際の「住まい」を体感した上で，最終的な評価を

行っています。

　このたび広島県知事賞を受賞した作品は，伝統的構法にこだわりながら新築された作品で，高い蓄熱性や

調湿性を有する土塗壁と断熱材等を活用することで，快適な室内環境を実現するなど，木造住宅の新たな方

向性を感じさせる作品です。

　また，最優秀賞には，築38年の賃貸集合住宅を，愛車を眺めながら過ごせる住戸や多様なライフスタイルに対

応できるフレキシブルな間仕切りを設けた住戸へと，現代のニーズに合うように一棟まるごと改修した作品，両親

の住宅や趣味のためのスペースを居住部分からの距離感に配慮し配置するとともに，吹き抜け等により室内の

環境調整を工夫した新築作品，一般的な木造住宅の空き家を，明るく開放的な空間にするとともに，家事動線

を改善するなど，現代のライフスタイルに合う住宅に再生した作品が選ばれています。

　このような住み手と創り手がともに創り上げた「住まい」と，そこに込められた想いを，この作品集にまとめました。

　皆様に魅力的な住まいづくりとして共感していただくとともに，本コンクールを通して，魅力的な住まいが一層

普及していくことを期待しています。

　最後に，このコンクールに応募いただいた多くの皆様，厳正な審査をしてくださった福田委員長をはじめとする

審査委員会の皆様，そして，御協力いただいた関係団体の皆様に対して，厚く御礼申し上げます。

平成30年３月

広島県都市建築技術審議官　友道　康仁

 

広島県知事賞

小さな木と土の家
佐々岡 由訓さん ［㈲佐々岡建設］  

01-02

新築部門　最優秀賞

府中の家
園田 泰丈さん ［曹達意匠設計研究所］  

05-06
空き家再生部門　最優秀賞

尾道「楽」のある住まい
國本 広行さん ［國本建築堂㈱］   

07-08

リフォーム部門　優秀賞

トネリコの家
竹野内 政信さん ［㈱竹野内建設］

10

リフォーム部門　優秀賞

世代を超えて住み継がれる安心の家
田中 健太郎さん ［㈱タナカ住建］    

09

新築部門　優秀賞

木かげの家 ～軒下で住まう家～　
小村 悟さん ［山根木材ホーム㈱］ 

11
新築部門　優秀賞

矢賀 木組みの家
永本 清三さん ［永本建設㈱］ 

12
リフォーム部門　奨励賞

母屋と蔵を改装し三世代古民家へ
大賀 渡さん ［㈲道建設］ 

13

リフォーム部門　奨励賞

露路のある家 ～世帯の調合～
塚本 雅久さん ［塚本雅久建築設計事務所］

15
新築部門　奨励賞

大上の家
花本 大作さん ［花本大作建築設計事務所］

16
新築部門　奨励賞

沖塩屋の家 ～コンパクトハウス～
清水 貴史さん ［一級建築士事務所  アトリエ平田］

17
新築部門　奨励賞

棚田と棲む家
櫻井 朗さん ［KALEIDO DESIGN］

18
空き家再生部門　奨励賞

お気に入りに浸る。
原井 信幸さん ［㈱大之木ダイモ］

19

リフォーム部門　最優秀賞

「ネオアレス翠町」 ～賃貸集合住宅スケルトン再生～　
平田 欽也さん ［一級建築士事務所  アトリエ平田］   

03-04

リフォーム部門　奨励賞

街暮らしを楽しむ。
西田 寿美世さん ［㈱大之木ダイモ］

14

本作品集に掲載の１㎡当たりの工事費の目安に
ついては,次の点に注意して参考にご覧下さい。
※外構工事費は含まれていません。
※リフォーム部門・空き家再生部門の作品は工事床面積，
　新築部門の作品は延床面積を基準としています。
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妻
と
子
供
２
人
と
暮
ら
す
た
め
に
大
工
で
あ

る
夫
が
建
て
た
住
ま
い
。日
本
の
気
候
風
土
に

調
和
し
た
伝
統
的
な
住
ま
い
を
発
想
の
原
点

と
し
て
、自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
、豊
か
で

心
地
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
。木

材
は
全
て
国
産
の
杉
を
使
用
し
、壁
は
土
壁
の

中
塗
り
仕
上
げ
。光
と
風
を
取
り
込
む
シ
ン
プ

ル
な
架
構
と
し
、素
の「
木
と
土
の
器
」を
目
指

し
た
。永
く
使
い
込
む
こ
と
で
愛
着
が
わ
き
、家

族
の
暮
ら
し
に
馴
染
む
住
ま
い
で
あ
る
。

創
意
工
夫
点

アプローチ。奥にそびえる白木山を背景にコナラやアカシデなどを植え,雑木の
小道とした。

ダイニング。団らんの中心となるダイニングテーブルとイスも杉でデザインした。

洗面室と家事室。収納と家事動線が
コンパクトにまとめられている。

浴室。ハーフユニットを使用し,壁と天
井は外壁と同じ赤身の杉板。

子供室。子供が大きくなって真ん中で間仕切ると,隠れ
家的な４帖の子供部屋が２つできる。

主寝室。天井はなく,５寸の登り梁に30ｍｍの杉野地
板が仕上げ。窓からは白木山が一望できる。

土壁塗りの様子。木小舞の下地に,土とワラを混
ぜ寝かせた壁土を塗っていく。

和室。４帖ほどの広さ。来客,団らん,家事,客室などフレ
キシブルに使える。奥には,小さな縁側。

建前の様子。手刻みされた材料はクレーンなどは
使わず,１本ずつ大工によって組み立てられる。

キッチン。杉の無垢板で作った対面型キッチン。住まい全体を見渡せる位置に配置した。

外観。軽快で緩やかな屋根が特徴。杉板の外壁と植栽が時と共に環境と馴染み,町の風景となる。

リビング。窓からやわらかな光が降り注ぐ。格子となっている網戸からは心地よい風が通り抜ける。

選
評

　
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
伝
統
的
な
工
法
を

用
い
、大
量
生
産
、大
量
消
費
社
会
か
ら
、持
続
可
能

な
社
会
へ
の
変
換
を
迫
ら
れ
る
現
代
、多
く
の
学
ぶ

べ
き
点
を
、そ
の
伝
統
工
法
に
お
い
て
実
現
し
た
作
品

で
あ
る
。木
は
、再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
、伝
統
的
な
木
組
み
、耐
震
性
、将
来
の
改
修
、

修
繕
に
備
え
て
優
れ
た
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
て
い
る
。特
筆
す
べ
き
は
、分
業
化
さ
れ
た
現

代
の
住
宅
生
産
体
制
の
中
で
、人
と
人
の
つ
な
が
り

を
取
り
戻
す
こ
と
を
、こ
の
建
築
を
通
じ
て
体
験
し
、

日
本
の
文
化
の
伝
承
と
共
に
身
近
に
あ
る
素
材
で

伝
え
よ
う
と
し
て
い
て
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
活
用
と

実
践
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

審
査
委
員  

元
廣  

清
志 

選
評

 

広
島
の
気
候
風
土
に
、そ
し
て
都
市
郊
外
の
田
畑

と
住
宅
が
混
在
す
る
宅
地
に
馴
染
む
よ
う
に
、丁

寧
に
つ
く
ら
れ
た
家
で
あ
る
。伝
統
的
な
技
術
の
継

承
と
発
展
を
見
据
え
、手
刻
み
に
よ
る
木
構
造
や

土
壁
な
ど
の
伝
統
工
法
に
最
大
限
こ
だ
わ
り
つ
つ
、

現
代
生
活
で
求
め
ら
れ
る
耐
震
性
や
快
適
性
に
応

え
う
る
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
、上
質
な
手
触
り

感
に
溢
れ
て
い
る
。加
え
て
、家
族
の
関
係
や
内
と

外
と
を
緩
や
か
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
意
図
し
た
平
面

計
画
に
よ
り
、面
積
以
上
の
豊
か
な
空
間
が
実
現

で
き
て
い
る
。 審

査
委
員
長  

福
田 

由
美
子

広島
県知事
賞

小
さ
な
木
と
土
の
家

広
島
市

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30

建
築
主

佐
々
岡 

由
訓
さ
ん

設
計
者

佐
々
岡 

由
訓
さ
ん

﹇
㈲
佐
々
岡
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
2
）5
5
4
・
7
5
4
0

施
工
者

設
計
者
と
同
じ

企
画

立
案
者

設
計
者
と
同
じ
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企
画

立
案
者

　

築
38
年
の
賃
貸
集
合
住
宅
を
ま
る
ご
と
再

生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。建
物
は
一
度
ス
ケ
ル
ト
ン

（
骨
組
み
）状
態
に
し
て
、耐
震
補
強
・
断
熱
改

修
・
設
備
を
刷
新
し
、現
代
に
合
っ
た
住
ま
い
へ

と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。貸
店
舗
だ
っ
た
１
階
は
車
や

バ
イ
ク
好
き
な
方
が
愛
車
と
暮
ら
せ
る「
ガ
レ
ー

ジ
ハ
ウ
ス
」に
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
し
、2
〜
4
階
は

多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
で
暮
ら
せ
る「
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
1
L
D
K
」に
改
修
し
た
。「
ネ
オ
ア
レ

ス
翠
町
」は
新
築
と
変
わ
ら
な
い
安
心
･
安
全

で
快
適
な
居
住
性
能
を
持
っ
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
り
、地

球
環
境
に
も
や
さ
し
い
集
合
住
宅
と
な
っ
た
。

before after

創
意
工
夫
点

1階居室全景。中央の可動間仕切りの奥は洋室。左の水廻りも引き戸で繋がった。

2～4階。食堂から洋室を見る。右のアクセント壁内は水廻りや収納。

ガレージハウスは住戸毎にインターホンとポストを設けている。

１階は格子フェンス,2～4階はバルコニー目隠しパネルでプライバシーが守られている。

耐震補強工事。 断熱改修後,設備ライフラインを刷新。
1階食堂よりガレージを見る。ペアガラスのサッシを採
用した大開口から愛車を眺められる。

1階はガレージハウス,2～4階はフレキシブルな１LDK,縦に伸びるアクセント壁でスタイリッシュに生まれ変わった。

選
評

 
築
38
年
の
賃
貸
住
宅
に
新
た
な
息
吹
が

吹
き
込
ま
れ
た
。店
舗
だ
っ
た
1
階
は
ガ

レ
ー
ジ
ハ
ウ
ス
に
。リ
ビ
ン
グ
か
ら
愛
車
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。2
階
か
ら
4
階

は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン

に
。住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
と
い
っ
た
政
策

の
要
請
や
、価
値
観
が
多
様
化
す
る
消
費

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、耐
震
改
修
や
断

熱
改
修
も
施
し
た
。こ
の
作
品
は
賃
貸
住

宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
的
な
事
例
と

し
て
評
価
で
き
、こ
れ
を
契
機
に
広
島
県

内
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
が
更
に
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

審
査
委
員  

佐
野 

泰
樹

リフォーム部門

最優秀賞

広
島
市

建
築
主

㈱
ご
け
ん
や

設
計
者

平
田 

欽
也
さ
ん

﹇
一
級
建
築
士
事
務
所  

ア
ト
リ
エ
平
田
﹈

T
E
L（
0
8
2
）9
2
2
・
6
7
0
0

施
工
者

俵 

透
さ
ん

﹇
山
陽
工
業
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
3
2
・
6
4
7
1

「
ネ
オ
ア
レ
ス
翠
町
」
〜
賃
貸
集
合
住
宅
ス
ケ
ル
ト
ン
再
生
〜
　

設
計
者
と
同
じ

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30

before

after

beforebefore

after

34

貸店舗

１階 ガレージハウス１階 貸店舗

２-４階 ３ＤＫ

N

風

風

玄関 UB
1216

工具棚・
洗車用流し ｳｫｼｭﾚｯﾄ付

IHｸｯｷﾝｸ ﾋ゙ーﾀー

可
動
間
仕
切

道路

食堂 洋室

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
2-4階

ｱﾌ ﾛ゚ーﾁ

ｶ ﾚ゙ーｼﾞ
ﾎー゚ﾁ 専用庭

下足棚

ｲﾝﾀーﾌｫﾝ
ﾎ ｽ゚ﾄ

食堂

玄関
WIC

洋室 居間

ﾊ ﾙ゙ｺﾆーﾊ ﾙ゙ｺﾆー

UB
1416

ｳｫｼｭﾚｯﾄ付

IHｸｯｷﾝｸ ﾋ゙ーﾀー

可
動
間
仕
切

収納棚

下足入

収納

２-４階 １ＬＤＫ

食堂
玄関

和室 1

和室 2

洋室

■ 耐震補強壁
■ 断熱改修　



建
築
主

設
計
者

施
工
者

企
画

立
案
者

　

敷
地
は
施
主
の
祖
父
が
住
ん
で
い
た
場
所

で
隣
に
は
両
親
宅
が
位
置
し
て
い
た
。各
世

帯
と
そ
の
友
人
が
集
え
る
場
所
と
し
て
両
親

宅
の
前
庭
と
一
体
利
用
で
き
る
中
庭
を
設
け

た
。そ
の
中
庭
を
中
心
と
し
て
敷
地
全
体
を

広
く
使
い
、建
築
形
状
を
利
用
し
て
周
辺
環

境
と
の
調
和
を
図
っ
た
。室
容
積
に
対
し
て
内

部
空
間
は
大
き
く
広
が
り
を
見
せ
ら
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
。珪
藻
土
や
無
垢
材
な
ど
自
然

素
材
を
多
く
使
い
な
が
ら
も
建
築
形
状
や
開

口
部
の
工
夫
に
よ
っ
て
機
械
設
備
に
頼
ら
ず

質
の
高
い
室
内
環
境
を
保
つ
住
宅
と
し
た
。

創
意
工
夫
点

府
中
の
家

非
公
表

園
田 

泰
丈
さ
ん

﹇
曹
達
意
匠
設
計
研
究
所
﹈

設
計
者
と
同
じ

T
E
L（
0
8
4
）9
5
9
・
6
2
2
7

八
谷 

恭
介
さ
ん

﹇
㈱asunaro

工
房
﹈

T
E
L（
0
8
2
4
）7
2
・
8
2
7
8

土間部分からペレットストーブを見る。冬季は上部の吹抜けにより上階へ暖気を送る。

物置から通り土間を見通す。ガラスの建具によって建物の最大
距離を見通せることで広がりを感じさせる。

吹抜を見る。夏季は窓を開け熱気を排出する。連続窓から日照
を取り入れ,格子を通して拡散し下階に送る。

階段正面を見る。踏板は無垢材を独自に圧着して厚
みを持たせ,安心感のある丈夫な造りとした。

物置を見る。多趣味な施主のための大容量の物置は将来的に
部屋としても利用できることを想定している。

キッチン設備を見る。引出や内蔵機器の配置をすべてオリジナ
ルで設計。高性能な金物で操作感を高めた。

両親宅の前庭から中庭を見る。二つの庭が連動して利用でき,親族や友人との交流の場となる。

居間から階段を見る。珪藻土の壁と檜の床は素材本来の色を活かす仕上げ方法とし,品のある印象とした。

府
中
市

選
評

　
隣
の
両
親
宅
前
庭
と
一
段
下
が
っ
た
中

庭
を
、両
親
宅
、主
屋
、サ
ニ
タ
リ
ー
を
ま

と
め
た
付
属
屋
、物
置
で
取
り
囲
み
、四

周
の
環
境
に
対
応
し
た
巧
み
な
配
置
で
あ

る
。家
族
生
活
の
場
と
な
る
主
屋
と
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
た
物
置
を
通
り
土
間

で
繋
ぐ
平
面
は
、性
格
の
異
な
る
振
る
舞

い
と
行
為
の
場
を
設
定
し
た
、明
快
で
自

由
度
の
高
い
空
間
構
成
だ
。主
屋
の
吹
き

抜
け
が
室
内
温
熱
環
境
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
な
ど
、単
純
な
構
成
を
細
や
か

な
配
慮
と
工
夫
が
支
え
て
お
り
、珪
藻
土

と
木
の
自
然
素
材
が
醸
す
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
室
内
デ
ザ
イ
ン
も
好
感
が
持
て
る
。

審
査
委
員  

山
田 

孝
延

新築部門

最優秀賞

軒先を見る。南面に突き出した軒は年間を通
して室内に入る日照を調整する。
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こ
の
住
宅
は
一
度
販
売
目
的
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が

さ
れ
て
お
り
、そ
の
際
に
通
し
柱
な
ど
が
切
ら
れ

柱
も
補
強
な
ど
さ
れ
ず
家
が
傾
い
て
い
た
。そ
の

為
耐
震
補
強
と
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た

間
取
り
へ
と
改
善
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。既
存
の
南

側
大
開
口
を
生
か
し
日
中
電
気
を
つ
け
な
く
て
も

明
る
い
空
間
を
実
現
。ま
た
軒
を
大
き
く
伸
ば
し

縁
側
を
設
け
る
こ
と
で
、夏
涼
し
く
冬
暖
か
い
リ
ビ

ン
グ
で
快
適
に
過
ご
せ
る
。家
事
動
線
は
キ
ッ
チ
ン

か
ら
北
側
に
集
約
し
、ラ
ク
で
楽
し
く
な
る
動
線
計

画
で
あ
る
。収
納
は
適
所
適
材
適
量
に
片
づ
け
の

し
や
す
い
空
間
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

UP

DN

W

WOOD DECK

UP

DN

before

after

1F

1F

2F

2F

LIVING

KIDS ROOM

MAIN
BEDROOM

BATHROOMKITCHEN

DINING

HALLENTRANCE

KIDS ROOM

MAIN
BEDROOM

W・I・C

BATHROOM

KITCHENDINING
LIVING

GUEST ROOM

HALL

W・I・CENTRANCE

最優秀賞

創
意
工
夫
点

尾
道「
楽
」の
あ
る
住
ま
い

尾
道
市

建
築
主

非
公
表

設
計
者
と
同
じ

設
計
者
と
同
じ

企
画

立
案
者

施
工
者

設
計
者

國
本 

広
行
さ
ん

﹇
國
本
建
築
堂
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
4
8
）3
8
・
9
0
9
1

before

空き家再生部門

キッズルームの広さ
を確保するためベッ
ドスペースは共有に。
将来上と下で間仕切
ることも可能である。

玄関側からの視線は袖壁を出すことによってゆるりと遮り,閉鎖的な感じ
を作らないプライベート空間に。

北側ではあるが,朝から優しい光が降り注ぐ空間。適所適量の収納に
より見た目もすっきりとしている。

選
評

　

前
面
道
路
よ
り
数
メ
ー
ト
ル
下
が
っ
た

場
所
に
家
が
あ
る
と
い
う
敷
地
の
悪
条

件
、以
前
の
リ
フ
ォ
ー
ム
時
に
通
し
柱
が

切
ら
れ
、家
が
傾
い
て
い
る
と
い
う
既
存

家
屋
の
悪
条
件
を
見
事
に
克
服
し
、ま
さ

に「
楽
」の
あ
る
住
ま
い
に
甦
っ
た
。働
く

主
婦
の
要
望
で
あ
る「
家
事
動
線
」「
収

納
計
画
」「
広
が
り
の
あ
る
Ｌ
Ｄ
Ｋ
」の
実

現
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
耐
震
補
強
を

両
立
さ
せ
て
い
る
。そ
れ
が
故
、新
築
並
み

の
コ
ス
ト
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
も
職
人
を

育
て
る
意
味
も
込
め
て
、あ
え
て「
空
き

家
再
生
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
設
計
士
及

び
施
主
の
心
意
気
に
も
敬
意
を
表
し
た

い
。ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
調
の
床
材
、ア
ン
テ
ィ
ー

ク
家
具
、室
内
の
木
製
建
具
等
、イ
ン
テ

リ
ア
へ
の
こ
だ
わ
り
も
秀
逸
で
、セ
ン
ス
の

感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
お
宅
で
あ
る
。

審
査
委
員  

中
西 

亨

リビングを見る。左の柱は一度切られていたものを、傾きを修整し新しく取替えられ
ている。

質の良い眠りにこだわり、「寝る事」と「起きる事」の快適さを
考えた照明計画,窓,部屋の広さとした。

リビングから庭,キッチン,ゲストルーム,玄関とすべてが見渡せるようになっている。

広く長い縁側で四季折々の草木の変化を楽しめるようになった。

before

after

after

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30
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2F

子供室１
玄関

ポーチ

洗面 浴室

主寝室

階段

子供室２

子供室１
玄関

ポーチ

洗面 浴室

主寝室

階段

子供室２

ポーチ庇

ゆうひテラス

リビング

やまなみテラス

ダイニング・キッチン

階段 詩作の間
ひ
だ
ま
り

テ
ラ
ス

ゆうひテラス

リビング

やまなみテラス

ダイニング・キッチン

階段 詩作の間
ひ
だ
ま
り

テ
ラ
ス

ダイニング・
キッチン

こもれびテラス

ダイニング・
キッチン

こもれびテラス

和室
（4.5帖）

玄関

こもれびテラス
ポーチ

階段

浴室

主寝室

つきみテラス

脱衣

ひ
だ
ま
り

コ
ー
ナ
ー

洗
面

和室
（4.5帖）

玄関

こもれびテラス
ポーチ

階段

浴室

主寝室

つきみテラス

脱衣

ひ
だ
ま
り

コ
ー
ナ
ー

洗
面

和室は小さな
ダイニング・キッチン
に変更して、
将来１階だけで
暮らせるつくり。

リビング

階段

キッチン

ベランダ

和室
（６帖）

ダイニング

リビング

階段

キッチン

ベランダ

和室
（６帖）

ダイニング

ポーチ庇

企
画

立
案
者

建
築
主

リフォーム部門

優秀賞

創
意
工
夫
点

選
評

世
代
を
超
え
て
住
み
継
が
れ
る
安
心
の
家

　

経
年
に
よ
り
老
朽
化
し
て
、強
度
に
も
不
安
の

あ
っ
た
築
1
0
0
年
を
超
え
る
家
。ま
ず
家
の
ず
れ

や
歪
み
を
解
消
し
て
基
礎
か
ら
耐
震
性
を
補
強
。

断
熱
材
と
断
熱
サ
ッ
シ
で
夏
冬
と
も
快
適
な
環
境

に
。和
室
二
間
を
解
体
し
、梁
を
見
せ
た
勾
配
天
井

の
開
放
的
な
L
D
K
と
な
り
、3
世
代
の
家
族
が

集
え
る
場
所
に
な
っ
た
。寝
室
を
ト
イ
レ
の
隣
に
配

置
し
、サ
ン
ル
ー
ム
の
物
干
し
場
も
最
短
距
離
で
行

け
る
よ
う
生
活
動
線
も
見
直
し
た
。安
全
に
配
慮

し
、現
代
の
便
利
で
機
能
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
即

し
つ
つ
も
、こ
れ
ま
で
隠
れ
て
い
た
堂
々
た
る
古
材
の

魅
力
を
味
わ
え
る
贅
沢
な
空
間
が
出
現
し
た
。

　
築
百
年
超
え
の
先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ

家
を
財
産
と
考
え
、今
で
は
手
に
入
れ
る
こ

と
が
困
難
な
大
き
な
梁
な
ど
を
最
大
限
生

か
し
た
改
修
事
例
で
あ
る
。従
来
の
建
物
の

面
影
は
残
し
な
が
ら
構
造
材
を
活
用
し
、現

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
相
応
し
い
耐
震
性

能・断
熱
性
能
の
確
保
や
、使
い
勝
手
の
良
い

間
取
り
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
、こ
れ
か
ら
も
長

く
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と
言
う
施
主
の
要

望
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

多
く
の
県
民
が
自
分
も
行
い
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
費
用
で
実
現
し
て
い
る
こ
と
も
高
く

評
価
し
た
い
。

審
査
委
員  

宮
﨑 

昌
二

揃いの格子引戸を開ければ,頑強な大黒柱を中心に,和
室,LDK,客間が段差なく一続きに広がる。

キッチンは家族と会話しながら家事ができる対面式に。壁
面収納など収納も充実させた。

広
島
市

beforebefore

afterbefore

after

before

after

リフォーム部門

優秀賞

創
意
工
夫
点

選
評

ト
ネ
リ
コ
の
家

非
公
表

竹
野
内 

政
信
さ
ん

﹇
㈱
竹
野
内
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
2
）8
2
2
・
7
7
1
1

今
井 

信
博
さ
ん

﹇
㈱
現
代
計
画
研
究
所
﹈

T
E
L（
0
3
）3
9
9
4
・
8
6
0
1

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
、サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変

化
に
合
わ
せ
た
空
間
の
変
更
と
同
時
に
、耐

震
・
省
エ
ネ
・バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
の
向
上
を
図

り
、60
代
夫
婦
2
人
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
、豊
か
に
時
間
を
刻
ん
で
ゆ
け
る
空
間
と
し

て
再
生
し
た
。住
み
慣
れ
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
、地
域
の
木
と
手
と
技
で
つ

く
る
こ
と
、み
ど
り
で
街
並
み
に
う
る
お
い
を

生
む
こ
と
を
考
え
、住
み
継
が
れ
る
ス
ト
ッ
ク

改
善
を
目
指
し
た
。

　
子
育
て
が
終
わ
り
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
た

め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
。家
に
い
る
時
間
が
長
く
な

り
、ま
た
体
力
低
下
も
伴
う
中
で
快
適
に
暮

ら
す
た
め
の
工
夫
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
つ
に
減
築
が
あ
る
。二
人
暮
ら
し
に
合

わ
せ
て
、部
屋
を
狭
く
し（
減
築
）テ
ラ
ス
を

設
け
る
こ
と
で
、緑
の
あ
る
暮
ら
し
を
実
現

さ
れ
て
い
た
。住
み
慣
れ
た
街
で
、コ
ン
パ
ク
ト

で
あ
り
な
が
ら
も
、心
地
よ
く
日
々
を
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、こ
れ
か
ら

の
高
齢
社
会
に
は
必
要
な
選
択
だ
と
思
う
。

審
査
委
員  

植
木 

繁
之

減築によって生まれた半屋外のゆうひテラスは,アウトドアのリ
ビングとして室内と一体的につながる。

勾配天井と高窓で明るく,山並みが楽しめるダイニング・キッチン。

急勾配の直線階段からゆるやかな折返し階
段へ新たに付け替え。

大小便所と手洗い所で細切れだった空間を一間にし
て広々としたトイレ。こだわり満載のインテリアでご主
人自慢の場所に。

家族の暮らしを支え続けた柱や梁は出来るだけ残し,新しい建材もその雰囲気に合わせて選択し調和を図った。

主寝室はリビングに近接させているが,間
にウォークインクローゼットを挟むことで静
かで落ち着ける空間になっている。

収納が少なく片付かない。壁付けで孤独
に家事をするキッチン。

県産の木とスイス漆喰を用い,自然素材の温も
りに包まれた内装の主寝室。

海
田
町

トネリコ属の高木がシンボルツリー。既存のポーチ庇とコンクリート塀（一部）を活用。

設
計
者

施
工
者

本
多 
由
香
さ
ん
・
井
上 

拓
哉
さ
ん

﹇
㈱
現
代
計
画
研
究
所
﹈

T
E
L（
0
3
）3
9
9
4
・
8
6
0
1

建
築
主

榎
谷 

省
三
さ
ん

設
計
者
と
同
じ

企
画

立
案
者

田
中 

健
太
郎
さ
ん
・
野
口 

智
明
さ
ん

﹇
㈱
タ
ナ
カ
住
建
﹈

﹇
㈱
タ
ナ
カ
住
建
﹈

T
E
L（
0
8
2
）8
4
2
・
8
5
0
3

施
工
者

設
計
者

田
中 

健
太
郎
さ
ん

T
E
L（
0
8
2
）8
4
2
・
8
5
0
3

工事費の目安
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工事費の目安
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2F1F

1F

応接間

UP

ホール

縁側

縁側

玄関

ポーチ

和室

仏間床の間

和室

和室

収
納

和室和室

押入
洗面室

DK

応接間

UP

ホール

縁側

玄関

ポーチ

和室 和室

LDK

洗面室

仏間床の間

主寝室

収納

サンルーム

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

収
納

堀
こ
た
つ

縁側

910



建
築
主

設
計
者

施
工
者

企
画

立
案
者

建
築
主

設
計
者

施
工
者

企
画

立
案
者

創
意
工
夫
点

木
か
げ
の
家 

〜
軒
下
で
住
ま
う
家
〜
　

　

敷
地
は
福
山
市
近
郊
に
位
置
し
、周
辺
は

田
園
に
囲
ま
れ
た
造
成
地
で
の
計
画
で
あ
る
。

1
階
か
ら
2
階
ま
で
包
み
込
む
大
屋
根
で
空

間
を
構
成
し
た
。合
掌
造
り
に
し
た
登
り
梁
が

室
内
か
ら
室
外
へ
と
連
続
し
、大
き
な
開
口
部

を
と
る
こ
と
で
、外
部
を
感
じ
ら
れ
る
内
部
空

間
を
設
計
し
た
。8
寸
勾
配
の
屋
根
断
面
が
、

内
部
空
間
の
な
か
に
高
い
場
所
と
低
い
場
所

を
生
み
出
し
、用
途
に
合
わ
せ
た
居
心
地
の
良

い
天
井
高
の
空
間
を
設
計
し
た
。

非
公
表

永
本 
清
三
さ
ん

﹇
永
本
建
設
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
9
）3
1
・
6
6
5
5

設
計
者
と
同
じ

設
計
者
と
同
じ

非
公
表

小
村 

悟
さ
ん

﹇
山
根
木
材
ホ
ー
ム
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
5
4
・
3
2
3
4

溝
渕 

丈
二
さ
ん

﹇
山
根
木
材
ホ
ー
ム
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
5
4
・
3
2
3
4

設
計
者
と
同
じ

福
山
市

矢
賀 

木
組
み
の
家

地に根ざし,軒の低いどっしりとした外観。

広
島
市

新築部門

優秀賞
新築部門

優秀賞

選
評

 

団
地
内
公
園
に
隣
接
す
る
、大
屋
根
切

妻
の
外
観
が
シ
ッ
ク
な
建
物
で
あ
る
。内

部
は
登
り
梁
を
現
し
に
し
て
お
り
、内
装

に
広
島
県
産
杉
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

た
広
く
て
開
放
的
な
空
間
を
、リ
ビ
ン
グ

か
ら
見
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
造
り
だ
。

南
側
に
全
面
サ
ッ
シ
を
取
り
付
け
、気
に

な
る
暑
い
夏
の
日
差
し
を
長
く
持
ち
出

し
た
軒
先
で
遮
り
な
が
ら
も
室
内
に
は
反

射
光
を
採
り
入
れ
落
ち
着
い
た
暮
ら
し
の

で
き
る
住
ま
い
で
あ
る
。

審
査
委
員  

岩
田 

忠
二

選
評

 

建
築
主
の
要
望
で
あ
る「
街
並
み
に
あ
っ

た
重
厚
な
デ
ザ
イ
ン
」は
２
階
部
分
を
オ
ー

バ
ー
ハ
ン
グ
す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
る
。

構
造
材
を
県
産
木
材
の
利
用
、伝
統
工
法

の
採
用
で
次
世
代
の
大
工
の
育
成
を
考
慮

し
て
い
る
。南
側
の
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
は
大
き
な
開

口
部
を
設
け
、一
間
の
軒
下
に
設
置
し
た

縁
側
は
子
ど
も
世
帯
と
の
関
係
性
を
意

識
し
た
住
ま
い
と
な
っ
て
い
る
。外
張
り
断

熱
、高
気
密
、高
い
日
射
遮
蔽
、車
椅
子
利

用
な
ど
高
齢
者
に
配
慮
し
た
、ゆ
っ
た
り
と

し
た
住
ま
い
を
実
現
し
て
い
る
。

審
査
委
員 

衣
笠 

准
一

創
意
工
夫
点

　

両
親
が
戦
前
か
ら
住
ん
で
い
た
家
。そ
の
隣
の

家
に
住
ん
で
い
た
施
主
は
、子
ど
も
た
ち
家
族

が
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、老
朽
化
が

進
ん
で
い
た
こ
の
家
を
終
の
棲
家
と
し
て
建
て

替
え
る
こ
と
を
決
断
し
た
。建
築
地
は
古
く
か

ら
の
家
が
残
る
エ
リ
ア
に
あ
り
、街
並
み
に
あ
っ

た
重
厚
な
デ
ザ
イ
ン
を
希
望
。南
側
の
軒
は
登

り
梁
と
垂
木
を
併
用
。一
間
と
い
う
深
さ
を
有

し
、高
い
日
射
遮
蔽
性
と
デ
ザ
イ
ン
を
持
つ
。ま

た
、構
造
材
に
は
広
島
県
産
の
杉
、檜
を
使
い
、

大
工
の
手
で
刻
ん
で
仕
上
げ
た
。

同一方向に貼られた床・天井
材が伸びやかな空間を創る。

屋根裏部屋のような2階洋室。北側のオーバーハングには150×420×8000mmの
材を使用。大きく張り出した構造材は力強い印象。

連続する登り梁とガラス面が外と中の境界を曖昧にする。

駐車スペースを確保するため2階を4.5尺張り出した北側。

大きな登り梁は屋内から屋外へと繋がっており、屋内であり
ながら屋外にいるように感じることが出来る。

南側のLDKには大開口のサッシを設け,開放的な空間に。

LDKから続くウッドデッキの先には子どもたち家族の住まいがあり,いつでも集える場所となっている。

自然素材が際立つ間接照明。

1階から2階を包み込む大屋根による開放的な勾配天井空間。

南側の軒は登り梁と垂木を併用することで1間の深さにし,夏は日射を遮り冬は陽を取り込む。
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企
画

立
案
者

建
築
主

施
工
者

トイレ

洗面室
浴室

1F

2F和室

和室

洋室
洋室

温水器
玄関
ホール

バルコニー

ＬＤＫ

押入れ 押入れ

洗面室

トイレ
カップボード

ホール

温水器

洗濯
パン

洋室A
洋室C

ダイニング

バルコニー

リビング
浴室

洋室B

物
入

シューズ
クローク

避難口

カウンター

キッチン PS

蔵

収納
階段

押入

押入

押入

洗

収納

UP

DN

DN

UP

▲

▲

▲
▲

▲

収納階段

階段

押入

仏

トイレ

洗
UB

UB

WIC

UP

DN

UP

DN

▲

▲

　

古
民
家
な
ら
で
は
の
既
存
の
部
材
や
空
間

の
印
象
を
残
し
な
が
ら
、断
熱
や
吹
き
抜
け
、

対
面
キ
ッ
チ
ン
な
ど
現
代
生
活
の
利
便
性
の

融
合
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。古
民
家
に
あ
り
が

ち
な
使
用
さ
れ
て
い
な
い
続
き
間
も
、生
活
の

中
で
自
然
に
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。工
事
中
は
、既
存
の
柱
や
梁
、木
製
建
具

な
ど
を
生
か
す
た
め
、養
生
、保
管
に
最
大
限

の
注
意
を
払
っ
た
。そ
の
上
で
新
材
と
旧
材
が

交
わ
る
と
こ
ろ
を
、真
壁
造
り
と
い
う
美
し
さ

を
残
す
表
現
に
留
意
し
て
い
る
。

新たに移したキッチンには光が届かず真っ暗だったので,2階の一部屋を減築することで採光を確保した。ＬＤＫは調湿効果のある無垢フローリングと漆喰で快適に。まず「住みやすさ」を大事に。

創
意
工
夫
点

母
屋
と
蔵
を
改
装
し
三
世
代
古
民
家
へ

建
築
主

設
計
者

施
工
者

企
画

立
案
者

非
公
表

道
本 

聡
さ
ん

﹇
㈲
道
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
3
2
・
6
4
8
3　

大
賀 

渡
さ
ん

﹇
㈲
道
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
3
2
・
6
4
8
3　

施
工
者
と
同
じ

使用されていなかった和室を居間とし,隣の上座の和室も
利用しやすくしている。

家族がＬＤＫのどこにいても,お互い背中を向けることのな
い間取り。

明るく眺めの良いキッチンを部屋の中心に。ＬＤKで寛ぐ家
族の後ろの窓には広島の街が見える。

蔵を改装し主寝室とした。ベッドの裏側と2階の一部を
ウォークインクローゼットとしている。

広
島
市

before

before

2F

1F

after

玄関から広縁に続く素通しの建具や下
駄箱。建築当初からある下地窓は移設
して残している。

広島の街は自転車での移動が便利。大
事な愛車も自室で保管や整備ができる。

リフォーム部門

奨励賞
リフォーム部門

奨励賞

before

after

設
計
者
と
同
じ

after 創
意
工
夫
点

街
暮
ら
し
を
楽
し
む
。

㈱
大
之
木
ダ
イ
モ

㈱
大
之
木
ダ
イ
モ

T
E
L（
0
8
2
3
）2
1
・
1
4
1
3

　

築
37
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
を
ス
ケ
ル
ト
ン

に
し
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。こ
こ
は
広
島
駅
や
繁
華
街
が
近
い
”街
な

か
“に
も
関
わ
ら
ず
、窓
か
ら
は
緑
豊
か
な
京

橋
川
が
望
め
る
。そ
の
広
島
の
景
色
を
楽
し
ん

で
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
れ

が
こ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
た
。

ま
た
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、無
垢
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
や
漆
喰
な
ど
体
に
や
さ
し
い
素
材
を
使

い
、半
年
程
度
お
住
ま
い
に
な
っ
た
住
宅
の
購

入
者
様
の
ア
レ
ル
ギ
ー
発
作
も
抑
制
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。今
後
も
体
に
や
さ
し
い
、環
境
を

活
か
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
。

ダイニングの天井は一
番低いFL+2000mm
の梁に合わせて板張
りに。自然に窓の景色
に目が向く。

広
島
市

after

設
計
者

西
田 
寿
美
世
さ
ん

﹇
㈱
大
之
木
ダ
イ
モ
﹈

T
E
L（
0
8
2
3
）2
1
・
1
4
1
3

before

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30
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息
子
夫
婦
が
二
世
帯
と
し
て
住
む
為
に
、築
48

年
の
酒
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
家
に
新
た

な
住
宅
空
間
を
挿
入
し
た
。南
側
前
面
が
道
路

に
直
面
し
て
い
る
為
、南
側
の
部
屋
は
閉
鎖
的
に

な
っ
て
お
り
、玄
関
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。周
辺
環
境
と
の
関
係
性
を
構
成
す
る

為
の
格
子
、南
北
へ
の
動
線
を
容
易
に
確
保
す

る
事
と
柔
軟
な
住
空
間
の
為
の
露
路
を
新
た
に

設
け
た
。ま
た
、旧
店
舗
で
あ
っ
た
土
間
ス
ペ
ー
ス

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
し
、新
旧
二
世
帯
が
調
合

す
る
よ
う
に
計
画
し
た
。

街並みと調和するよう,光,風を導入しながらも,視線を調整し,軽快なデザインとした。

創
意
工
夫
点

露
路
の
あ
る
家 

〜
世
帯
の
調
合
〜

建
築
主

設
計
者

企
画

立
案
者

非
公
表

塚
本 

雅
久
さ
ん

﹇
塚
本
雅
久
建
築
設
計
事
務
所
﹈

T
E
L（
0
8
6
5
）6
9
・
6
7
1
1

設
計
者
と
同
じ

企
画

立
案
者

設
計
者
と
同
じ

LDKから露路を見る。玄関から北側勝手口まで直通させ拡張している。
ＬＤＫの一部として開放でき,床の間として利用できる。

夜の外観。格子からの照明の光が道路に映る。

福
山
市

before

after

露路は隣地との境の空間であり,千鳥張
のラワン合板や既存の2階窓を利用した
吹抜けから光や風を入れ,外部を感じる。

露路からLDKを見る。奥の扉の向こうには親世
帯のDK。

リフォーム部門

奨励賞

after

before

建
築
主

設
計
者

施
工
者

非
公
表

花
本 
大
作
さ
ん

﹇
花
本
大
作
建
築
設
計
事
務
所
﹈

T
E
L（
0
8
2
3
）2
7
・
3
5
0
1

T
E
L（
0
8
2
3
）3
6
・
3
4
5
8　

濱
本 

護
さ
ん

﹇
㈱
三
四
五
屋
﹈

大
上
の
家

勾配を周辺住宅に合わせ,山の稜線をイメージした屋根を連ならせて,周辺環境との関係を意識した。

敷地高低差を活かし半階上げた家族室。遠方に山の稜線が見える。

主室と家族室を視覚的にゆるやかに繋げている。

近景に家並みを,遠景に山の稜線を見ることが出来る。

ボリュームのずれに効果的に開口を設けている。

ハイサイドライトからのやわらかな光に溢れるおおらかな空間。

深い軒は熱負荷の低減やプライバシーを確保。外壁メンテナンスを軽減している。

呉
市

新築部門

奨励賞

写真/益永研司

創
意
工
夫
点

　

外
観
は
勾
配
を
周
辺
民
家
に
合
わ
せ
、山

の
稜
線
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
屋
根
を
連
続
さ
せ
、

集
落
の
風
景
と
調
和
さ
せ
た
。室
内
か
ら
は

開
口
部
が
周
囲
の
風
景
を
切
り
取
り
、周
辺

環
境
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
。生
活
の

中
心
と
な
る
主
室
と
、敷
地
段
差
を
活
か
し

半
階
上
げ
た
家
族
室
を
視
覚
的
に
連
続
さ

せ
、家
族
の
つ
な
が
り
を
感
じ
な
が
ら
生
活
す

る
空
間
構
成
と
し
て
い
る
。周
辺
環
境
と
の

関
係
性
か
ら
導
か
れ
た
深
い
軒
は
、熱
負
荷

の
低
減
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
、外
壁
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
の
軽
減
を
可
能
と
す
る
。

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30

施
工
者

川
崎 

龍
也
さ
ん

﹇
㈱
川
﨑
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
6
5
）6
7
・
9
9
2
5　
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キッチンから1階全体が見渡せるよう設計した。

沖
塩
屋
の
家 

〜
コ
ン
パ
ク
ト
ハ
ウ
ス
〜

建
築
主

清
水 

貴
史
さ
ん
・
清
水 

恵
梨
さ
ん

設
計
者
と
同
じ

清
水 

貴
史
さ
ん

﹇
一
級
建
築
士
事
務
所  

ア
ト
リ
エ
平
田
﹈

T
E
L（
0
8
2
）9
2
2
・
6
7
0
0

T
E
L（
0
8
2
）2
9
1
・
8
8
1
1

設
計
者

屋
敷 

悟
さ
ん

﹇
菱
重
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
㈱
﹈

施
工
者

南側は約5ｍの擁壁。日差しを考慮し軒を
1.3ｍ出した。

土間空間。玄関に入ると大きな開口がお
出迎え。

イナズマ階段が中心にあり,アクセントとなる。

子供室にはロフトから明るい光が入る。将来的には2つに分けられるよう
設計した。

廿
日
市
市

リビングより全体を見る。

新築部門

奨励賞

創
意
工
夫
点

　

敷
地
は
、高
台
で
南
に
抜
け
た
眺
望
の
よ
い

場
所
に
位
置
す
る
。

　

明
る
く
開
放
的
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、

南
に
大
き
な
開
口
を
設
け
、住
宅
地
に
面
す

る
北
側
は
高
窓
を
採
用
し
た
。廊
下
な
ど
無

駄
を
削
り
、機
能
を
凝
縮
す
る
こ
と
で
家
族

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
間
取
り
と
し

た
。「
住
む
」で
は
な
く「
楽
し
む
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
設
計
す
る
こ
と
で
、家
族
と
と
も
に
年
を

重
ね
楽
し
む
家
と
な
っ
た
。

企
画

立
案
者

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30

創
意
工
夫
点

建
築
主

設
計
者

施
工
者

非
公
表

櫻
井 
朗
さ
ん

﹇K
A
LE
ID
O
 D
E
S
IG
N

﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
2
4
・
5
8
0
5

T
E
L（
0
8
2
）8
1
4
・
1
1
1
1

水
田 

優
樹
さ
ん

﹇
㈱
大
和
興
産
﹈

　

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
変
形
し
た

敷
地
。そ
の
場
所
に
馴
染
む
よ
う
敷
地
形
状

そ
の
ま
ま
に
台
形
型
の
住
ま
い
を
配
置
し
た
。

廊
下
を
無
く
し
中
庭
を
囲
む
よ
う
に
居
室
同

士
を
繋
ぎ
合
わ
せ
配
置
す
る
こ
と
で
、中
庭
と

各
居
室
が
一
体
と
な
っ
た
大
き
な
ワ
ン
ル
ー
ム
の

よ
う
な
使
い
方
が
で
き
る
間
取
り
と
し
た
。ま

た
、居
室
を
直
接
田
園
に
開
か
ず
間
に
中
庭

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、自
然
と
段
階
的
に
結

ば
れ
、程
よ
い
距
離
を
保
ち
な
が
ら
緩
や
か
に

内
と
外
を
繋
げ
、日
々
の
気
候
や
四
季
折
々
の

情
景
が
感
じ
ら
れ
る
住
ま
い
と
し
た
。

棚
田
と
棲
む
家

中庭から各居室を望む。田園と居室に挟まれた中庭が内と外を緩やかに繋げてくれる。

中庭に面した掃出し窓を開放すると,LDKと中庭が繋がり一体的
な空間となる。

田園側の外観。周辺環境に溶け込むよう,田園側は高さをなるべく抑えた。

リビングより中庭・田園を望む。田園の四季折々の情景が室内にも広がる。

冬の暖かい日を居室の奥深くまで届けてくれる吹抜け。キッチン
からは空を眺めることもできる。

廿
日
市
市

新築部門

奨励賞

企
画

立
案
者

設
計
者
と
同
じ
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施
主
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
お
り
、キ
ッ
チ
ン
か
ら
リ
ビ
ン
グ・
庭
へ
の
繋
が

り
を
持
た
せ
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
。

キ
ッ
チ
ン
が
元
の
位
置
で
は
実
現
が
難
し
い
た

め
、場
所
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、ダ
イ

ニ
ン
グ
・
リ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
ン
を
揃
え
、ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ・
庭
へ
の
繋
が
り
を
持
た
せ
た
。

　

居
心
地
の
良
い
リ
ビ
ン
グ
に
す
る
た
め
素
材

に
も
こ
だ
わ
り
、天
井
は
江
田
島
で
造
ら
れ
た

紙
布
、壁
は
一
面
を
タ
イ
ル・
三
面
に
カ
ル
ク

ウ
ォ
ー
ル（
ス
イ
ス
製
漆
喰
）、床
は
無
垢
の
パ
イ

ン
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
使
用
し
た
。

創
意
工
夫
点

お
気
に
入
り
に
浸
る
。

オリジナルのテーブル,その上には季節の
果物を乗せたお気に入りのお皿,椅子も
施主が選んだ。

素材にこだわったリビング。庭への開放感を出すためにサッシをフルオープンタイプに取り替えた。
一目惚れして購入されたソファ等,お気に入りのインテリアに囲まれた空間。

建物とアプローチの間に植栽する事によ
り,導線に変化を持たせた。

工事費の目安
（万円／㎡）0 10 20 30

キッチンからダイニング・リビングを通して,庭を見られるように配置した。

居間の床が和室より一段低くなって
いる。天井高にゆとりを持たせるため,
床の高さを揃えず,段差を残した。

ただの通路としてのアプローチ。

呉
市

before

after

after

空き家再生部門

奨励賞

beforebefore

建
築
主

非
公
表

設
計
者
と
同
じ

設
計
者
と
同
じ

企
画

立
案
者

施
工
者

設
計
者

原
井 

信
幸
さ
ん

﹇
㈱
大
之
木
ダ
イ
モ
﹈

T
E
L（
0
8
2
3
）2
1
・
1
4
1
3

趣 旨 ・目 的 住まいづくりの現場で日々生み出されている，建築主の想いや事業者の創意工夫にあふれた住まいは，
これから住まいづくりをする人にも，とても参考になるものです。
このコンクールは，優れた住まいづくりを表彰し，住まいづくりの見本・参考事例として広く紹介することに
より，本県の住環境のさらなる向上と住宅産業の活性化に寄与することを目的としています。
耐震や省エネルギー，本県の地域性などに配慮しつつ，建築主の求めるライフスタイルを形にした，新しい
｢ひろしまの住まいづくり｣が発見できることを期待しています。

応 募 総 数 ４２作品（リフォーム部門１９作品，新築部門２０作品，空き家再生部門３作品）

賞 に つ い て ◎広島県知事賞　１点
◎リフォーム部門　最優秀賞１点　優秀賞２点　奨励賞３点
◎新築部門　最優秀賞１点　優秀賞２点　奨励賞３点
◎空き家再生部門　最優秀賞１点　奨励賞１点

ひろしま住まいづくりコンクール2017 概要

コンクール応援隊に関しては，広島県住宅課にお問い合わせください。

審 査 委 員 会
（敬称略）

スケジュール 最終選考
結果発表
表彰式
受賞作品展
（県内各市町）

平成29年12月21日

平成30年 1月16日

平成30年 ３月15日

平成30年 ４月上旬から約１年間

エントリー登録受付期間
作品応募受付期間
書類審査
現地審査

平成29年８月１８日～９月２５日

平成29年９月１日～10月２日

平成29年10月13日

平成29年１１月１３日，２３日，２８日

コンクール応援隊は, を応援しています。2017

委員長 福田  由美子 ［広島工業大学 教授］

元廣  清志 ［（公社）広島県建築士会 会長］
佐野  泰樹 ［（独）住宅金融支援機構中国支店 支店長］

衣笠  准一 ［（一社）広島県建築士事務所協会 副会長］

山田  孝延 ［（公社）日本建築家協会中国支部 教育・表彰委員長］

岩田  忠二 ［（一社）広島県建築センター協会 理事長］

中西  亨 ［広島県住宅産業四団体協議会 広島ハウスメーカー協会 会長］

植木  繁之 ［（一社）日本住宅リフォーム産業協会中国四国支部 副支部長］

宮﨑  昌二 ［広島県 建築技術部長］

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

1920

浴室倉庫 多目的室洗面･脱衣

寝室

リビング ダイニング キッチン

トイレ

浴室

玄関 廊下

ダイニングキッチン
トイレ物入

和室
居間

洋室



主　催 広島県
ひろしま住まいづくり支援ネットワーク
広島県，呉市，福山市，三次市，東広島市，廿日市市，
（独）住宅金融支援機構中国支店，（公社）広島県建築士会，
（一社）広島県建築士事務所協会，（公社）日本建築家協会中国支部，
（一社）広島県建築センター協会，広島県住宅産業四団体協議会，
（一社）日本住宅リフォーム産業協会中国四国支部

後　援 中国新聞社，NHK広島放送局，中国放送，
広島テレビ，広島ホームテレビ，テレビ新広島，
広島エフエム放送，国土交通省中国地方整備局

事務局 ひろしま住まいづくり支援ネットワーク
「ひろしま住まいづくりコンクール2017」事務局
（公社）広島県建築士会　事務局
〒730-0052 広島市中区千田町3-7-47 広島県情報プラザ5F
TEL０８２－２４４－６８３０㈹

「ひろしま住まいづくりコンクール」は，住む人の笑顔とプロフェッショナルたちの成果を広く伝える場所です。

2017
すまいとすまいる！！
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